
      月   日（木曜日）

（昭和 34年 5月 25日　第 3種郵便物認可）　　第１６４９号　　２０２４年（令和 ６年）９月  ５  日（木曜日）
HP   http://kintai.biz

E-mail   info@kintai.biz

（公社）   
日
本
専
門
新
聞
協
会
加
盟

お
か
げ
さ
ま
で
創
刊
61
周
年

速
報
は
、
キ
ン
タ
イ
Ｆ
Ａ
Ｘ

解
説
は
、
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
で
！

発　行　所

東京都千代田区九段南 3－ 7－ 9 
〒 102-0074　電話 03(3288)1121 ㈹
編集兼発行人・大塚一雄
郵便振替口座　00160-4-62520
発行日 5日、15 日、25 日

9 5

　国
民
サ
ー
ビ

ス
と
や
ら
で
、

４
月
終
わ
り
か

ら
５
月
６
日
ま

で
、
連
続
10
日

間
も
休
み
が
あ

っ
た
も
の
だ
か

ら
、
そ
の
余
暇

を
最
も
有
効
に

且
つ
〝
ウ
ヒ
ウ
ヒ
〞
と
楽
し
ん
で

い
た
の
は
、
〝
税
金
〞
と
い
う
固

定
収
入
保
証
の
国
家
公
務
員
や
、

地
方
公
共
団
体
勤
め
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
達
―
そ
し
て
月
給
制
の
勤
労

所
得
者
層
達
で
あ
っ
た
▼
日
給
生

活
者
や
自
営
業
な
ら
び
に
零
細
中

小
企
業
者
層
は
、
一
部
観
光
事
業

者
層
を
除
い
て
、
必
ず
し
も
〝
ウ

ヒ
ウ
ヒ
〞
で
は
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
む
し
ろ
余
計
な
お
世
話
休
み

で
あ
っ
た
▼
い
ま
の
ボ
ン
ボ
ン
育

ち
の
２
世
３
世
政
治
家
達
は
、
な

に
ご
と
も
自
己
本
位
基
点
で
政
治

を
考
え
る
か
ら
、
自
分
達
が
よ
け

れ
ば
国
民
も
い
い
は
ず
だ
―
と
ば

か
り
に
マ
イ
ペ
ー
ス
政
治
が
罷
り

通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
▼
要
す
る

に
全
て
の
〝
道
〞
は
自
分
達
の
職

業
確
保
〝
選
挙
〞
に
通
じ
て
い
る

わ
け
だ
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、

〝
消
費
税
増
税
問
題
〞
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
時
代
で
財
政
困
難
の

時
で
あ
る
か
ら
、
消
費
税
は
絶
対

必
要
―
10
月
実
施
は
予
定
通
り
な

ど
と
リ
ー
ク
し
て
お
き
な
が
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
再
三
延
期
も
あ

り
得
る
―
な
ど
と
い
う
▼
10
月
実

施
に
向
け
事
務
処
理
機
等
に
設
備

投
資
し
て
万
全
を
期
し
て
い
た
末

端
業
者
達
は
、
そ
れ
こ
そ
全
く
迷

惑
千
万
な
の
で
あ
る
。
近
頃
は
こ

れ
ま
た
選
挙
対
策
絡
み
で
、
７
月

半
ば
の
参
議
院
議
員
選
挙
も
野
党

対
策
で
衆
議
院
を
解
散
―
同
日
選

挙
も
あ
り
得
る
―
な
ど
と
リ
ー
ク

し
て
い
る
。
世
界
に
冠
た
る
〝
借

金
大
国
〞
だ
と
い
う
の
に
、
選
挙

費
用
―
税
金
使
用
は
制
限
な
し
―

と
い
う
こ
と
な
の
か
▼
と
、
一
般

国
民
が
呆
れ
返
っ
て
い
た
ら
、
今

度
は
東
大
卒
、
経
産
省
職
員
を
経

て
、
大
阪
19
区
選
出
の
松
下
政
経

塾
出
身
と
か
い
う
こ
れ
ま
た
ボ
ン

ボ
ン
の
35
歳
若
僧
国
会
議
員
が
、

「
北
方
領
土
は
戦
争
で
取
り
返
す

以
外
に
方
法
は
な
い
」
み
た
い
な

放
言
を
し
て
、
長
期
休
み
明
け
で

朦
朧
ボ
ケ
気
味
の
永
田
町
国
会
筋

周
辺
で
は
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
大

騒
ぎ
中
な
の
で
あ
る
▼
令
和
新
時

代
の
若
手
ホ
ー
プ
？
国
会
議
員
の

〝
素
質
〞
は
、
結
局
こ
ん
な
程
度

な
の
か
？
よ
う
言
う
わ
―
で
、
あ

る
。

地 域のために。

日 本 のために。
信金中央金庫には、２つの役割があります。

ひとつは、「信用金庫の中央金融機関」としての役割。

信用金庫とともに、

中小企業の販路拡大支援、商店街・温泉街の活性化、

ＰＦＩ事業や地方公共団体への貸出など、

地域社会を応援するさまざまな取組みを行っています。

また、信用金庫のホームドクターとして、

信用金庫業界の信用力の維持・向上につとめています。

もうひとつは、「個別金融機関」としての役割。

約38兆円の総資産を有する

わが国有数の機関投資家として、

国内外の金融証券市場での運用はもちろんのこと、

エネルギー、インフラ、不動産など、

国内外のさまざまな案件への投融資を通じて、

日本経済の発展に貢献しています。

信金中央金庫が持つ２つの役割、

それは、日本にただひとつ、

他にはない私たちの「使命」です。

信用金庫のセントラルバンク、信金中央金庫。
東京／札幌／仙台／金沢／静岡／名古屋／大阪／神戸／岡山／広島／高松／福岡／熊本／ニューヨーク／香港／上海／バンコク／ロンドン（現地法人）

本店：〒103-0028 東京都中央区八重洲1丁目3番7号   TEL：03-5202-7700（IR広報室）

ht tp : //www. sh ink in - cent ra l -bank . jp/

信金中央金庫は優先出資（証券コード8421）を東証に上場しています。

（略称：信金中金）

5月25日（土曜日）２面・主な記事
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■

■

城北信金、落合支店を新築
かながわ信金、
　ＪＴＢ、クルーズ運営会社と連携
東京東信金、
　耐震補強助成金セミナー開く
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片山大臣（前列中央）と受賞金融機関代表者

平
成
30
年
度

　
地
方
創
生
に
資
す
る
金
融
機
関
等
の
特
徴
的
な
取
組
事
例

　内
閣
府
は
、
こ
の
ほ
ど
「
平
成
30
年
度

　地
方
創
生
に
資
す
る
金
融
機
関
等
の
特
徴
的
な
取
組
事

例
」
を
認
定
。
片
山
さ
つ
き
内
閣
府
特
命
大
臣
（
地
方
創
生
担
当
）
が
各
金
融
機
関
を
表
彰
し
た
。
今

回
選
ば
れ
た
取
組
は
33
件
で
、
信
金
業
界
で
は
21
金
庫
が
表
彰
。
金
融
は
じ
め
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
人
材
育
成
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
様
々
な
面
で
地
域
に
貢
献
す
る
信
金
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。

　Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
毎
週
日
曜
夜
９
時
か

ら
放
送
の
日
曜
劇
場
「
集
団
左
遷

!!
」
（
＝
写
真
）
で
、
城
南
信
金

（
理
事
長
・
渡
辺
泰
志
氏
）
ら
が

主
な
ロ
ケ
地
と
し
て
撮
影
に
協
力

し
て
い
る
。

　同
ド
ラ
マ
は
、
福
山
雅
治
演
じ

る
片
岡
三
友
銀
行
蒲
田
支
店
長

が
、
上
層
部
か
ら
廃
店
を
命
ぜ
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
部
下
た
ち
の

頑
張
り
に
葛
藤
を
感
じ
、
巨
大
組

織
の
理
不
尽
に
立
ち
向
か
う

―

と
い
う
物
語
。

　城
南
信
金
の
蒲
田
支
店
、
本
店

が
主
な
ロ
ケ
舞
台
と
し
て
メ
イ
ン

で
登
場
。
さ
ら
に
、
三
友
銀
行
本

か
か
る
こ
と
も
多
い
と
言
わ
れ
る

が
、
両
金
庫
の
快
い
協
力
の
下
、

順
調
に
撮
影
が
進
ん
で
い
る
。

ド
ラ
マ
撮
影
に
協
力

城
南
信
金
ら

本
店
、支
店
が
ロ
ケ
地
に

　受
賞
し
た
各
信
金
の
取
り
組
み
は
、
次
の
通
り
。

地
方
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
か
な
え
る

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

○
生
産
性
の
高
い
、
活
力
に
溢
れ

た
地
域
経
済
実
現
に
向
け
た
総
合

的
取
組

（
金
融
機
能
の
高
度
化
）

ゆ
た
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

に
向
け
た
情
報
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取

組
〈
京
都
信
用
金
庫
〉

　社
内
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
掲
示
板
」
シ
ス
テ
ム
を
独
自
に

開
発
し
、
平
成
21
年
度
か
ら
法
人

客
向
け
、
28
年
度
か
ら
個
人
客
向

け
に
活
用
を
開
始
し
た
。
平
成
29

年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
実

績
は
、
登
録
２
８
３
８
件
、
引
き

合
わ
せ
１
４
９
９
件
、
成
約
４
７

８
件
（
成
約
率
16
・
８
％
）
に
及

び
、
商
品
開
発
に
つ
な
が
っ
た
事

例
も
。
「
ナ
イ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

賞
」
の
創
設
で
職
員
の
士
気
も
高

め
て
い
る
。

□

行
政
と
連
携
し
た
創
業
塾
「
柏
崎

・
社
長
の
た
ま
ご
塾
」
〜
あ
な
た

の
夢
の
実
現
に
寄
り
添
い
ま
す
〜

〈
柏
崎
信
用
金
庫
〉

　柏
崎
市
と
連
携
、
創
業
前
は
も

と
よ
り
創
業
後
も
手
厚
い
ハ
ン
ズ

オ
ン
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
金
融

・
経
営
支
援
の
ほ
か
、
創
業
塾
、

同
窓
会
の
企
画
・
運
営
、
商
談
会

・
販
路
拡
大
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

開
塾
後
３
年
半
で
入
塾
者
１
０
２

人
の
う
ち
32
人
が
創
業
し
、
廃
業

な
し
。
同
金
庫
の
融
資
実
績
は
21

件
、１
・
64
億
円
に
及
ん
で
い
る
。

□

全
国
の
公
務
員
が
集
う
「
よ
ん
な

な
会
」
と
地
域
金
融
機
関
職
員
の

連
携
づ
く
り
〈
第
一
勧
業
信
用
組

合
・
城
南
信
用
金
庫
〉

　地
方
創
生
に
熱
心
な
官
僚
や
地

方
公
務
員
の
意
見
交
換
の
場
、

「
よ
ん
な
な
会
」
に
、
同
信
組
・

信
金
ら
も
参
加
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
両
者
が
事
務
局
と
な
っ

て
、
全
国
規
模
の
金
融
機
関
職
員

の
集
ま
り
、
「
ち
い
き
ん
会
」
を

結
成
し
た
。
今
年
３
月
初
開
催
の

ち
い
き
ん
会
に
は
、
金
融
機
関
職

員
約
１
０
０
人
、
公
務
員
約
90
人

ら
約
２
３
０
人
が
参
加
し
地
方
創

生
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

○
地
方
へ
の
人
材
還
流
、
地
方
で

の
人
材
育
成
、
地
方
の
雇
用
対
策

　
東
京
圏
大
手
企
業
Ｏ
Ｂ
等
の
地

方
企
業
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
〈
亀
有

信
用
金
庫
〉

　中
小
企
業
に
大
手
企
業
等
の
Ｏ

Ｂ
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

〇
若
者
の
雇
用
対
策
・
女
性
活
躍

の
推
進

中
学
生
が
地
域
の
大
学
生
や
大
人

と
交
流
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
中
学
生
だ
っ
ぴ
」
の
参

加
と
支
援
〈
津
山
信
用
金
庫
〉

　中
学
生
が
大
学
生
や
地
域
の
大

人
と
車
座
に
な
っ
て
、
働
き
方
や

生
き
方
を
テ
ー
マ
に
本
音
で
話
し

合
う
「
中
学
生
だ
っ
ぴ
」
を
通

じ
、
地
域
や
社
会
へ
の
関
心
を
高

め
、
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の

育
成
を
支
援
。
平
成
30
年
11
月
に

は
職
員
３
人
も
地
域
の
大
人
と
し

て
出
席
。
さ
ら
に
、
地
域
で
の
女

性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

31
年
３
月
に
は
同
金
庫
女
性
職
員

が
参
加
し
た
。

□

「
『
も
の
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
』
の
量
産
化
試
作
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
『M

akers Boot Camp

』

に
対
す
る
支
援
を
通
じ
た
、
京
都

に
お
け
る
『
も
の
づ
く
り
企
業
』

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」
〈
京

都
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
三
井

住
友
銀
行
・
日
本
政
策
投
資
銀
行

・
京
都
信
用
金
庫
・
浜
松
い
わ
た

信
用
金
庫
・
京
都
中
央
信
用
金
庫
〉

　も
の
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
量
産
化
試
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

『M
akers Boot Camp

』
の
運
営

企
業
に
よ
る
フ
ァ
ン
ド
に
、
各
金

融
機
関
が
出
資
し
、
も
の
づ
く
り

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
資
金
供
給
。

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
ハ
ン

ズ
オ
ン
支
援
、
投
資
候
補
先
の
紹

介
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。

（
地
域
の
魅
力
の

　
ブ
ラ
ン
ド
化
）

取
引
先
ワ
イ
ナ
リ
ー
Ｐ
Ｒ
企
画

「
東
北
し
ん
き
ん
ワ
イ
ナ
リ
ー
紀

行
」
〈
東
北
６
信
金
（
山
形
信
用

金
庫
・
米
沢
信
用
金
庫
・
盛
岡
信

用
金
庫
・
花
巻
信
用
金
庫
・
ひ
ま

わ
り
信
用
金
庫
・
二
本
松
信
用
金

庫
）
・
信
金
中
央
金
庫
〉

　東
北
６
金
庫
と
信
金
中
金
が
連

携
し
、
地
域
特
産
品
「
日
本
ワ
イ

ン
」
の
認
知
度
向
上
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
各
信

金
へ
の
配
布
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

た
情
報
発
信
。
信
金
中
金
が
支
援

し
て
の
全
国
信
金
取
引
先
と
の
商

談
等
を
行
っ
た
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
で

は
、
首
都
圏
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

納
入
、地
元
宿
泊
施
設
・
レ
ス
ト
ラ

ン
等
へ
の
納
入
等
、
販
路
拡
大
が

実
現
。
一
部
信
金
は
増
加
運
転
資

金
や
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
建
設
に
伴

う
設
備
資
金
融
資
を
獲
得
し
た
。

□

自
ら
問
題
を
発
見
・
解
決
で
き
る

も
の
づ
く
り
人
財
の
育
成
〈
西
尾

信
用
金
庫
〉

　愛
知
県
の
専
門
高
校
生
を
対
象

に
「
に
し
し
ん
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
、
「
も
の
づ
く
り
人
財
」
を

育
成
し
て
い
る
。
作
品
製
作
に
あ

た
り
同
金
庫
が
生
徒
ら
に
取
引
先

を
紹
介
し
、
技
術
的
に
支
援
。
大

学
や
経
済
産
業
局
、
中
小
機
構
か

ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
生
徒

ら
は
知
見
を
広
げ
る
と
と
も
に
地

元
企
業
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な

っ
て
い
る
。

□

○
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化

産
学
官
金
連
携
「
気
仙
沼
シ
ャ
ー

ク
地
産
都
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

〈
東
京
東
信
用
金
庫
・
気
仙
沼
信

用
金
庫
〉

　東
京
東
信
金
、
気
仙
沼
信
金
、

東
京
海
洋
大
が
連
携
し
、
気
仙
沼

の
魚
類
の
「
地
産
都
消
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
。
都
内
飲
食
店
ら

に
気
仙
沼
メ
カ
ジ
キ
の
試
食
会
、

気
仙
沼
現
地
視
察
会
、
す
み
だ
ま

つ
り
や
同
金
庫
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

へ
の
気
仙
沼
屋
台
・
ブ
ー
ス
の
出

店
、
区
内
保
育
園
・
幼
稚
園
児
に

メ
カ
ジ
キ
や
サ
メ
の
コ
ロ
ッ
ケ
や

ス
テ
ー
キ
を
提
供
す
る
食
育
事
業

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
両
国
ち
ゃ
ん
こ

店
へ
の
メ
ニ
ュ
ー
提
供
も
視
野
に

入
れ
る
。

課
題
を
解
決
す
る
「
新
現
役
交
流

会
」
は
、
（
関
東
経
産
局
と
の
事

業
の
た
め
）
主
に
関
東
で
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、
同
金
庫
は
地
方
の

経
済
活
性
化
の
一
助
に
と
、
業
界

で
初
め
て
地
方
信
金
と
同
交
流
会

を
共
催
し
た
。
５
月
開
催
の
会
に

は
、
北
陸
、
東
北
、
九
州
計
７
金

庫
の
取
引
先
12
社
が
参
加
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

□

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
人
材

確
保
支
援
〜
全
国
初
!!
島
田
モ
デ

ル
の
展
開
〜 

〈
島
田
信
用
金
庫
〉

　取
引
先
企
業
の
人
材
確
保
支
援

と
し
て
、
地
元
５
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
。
①
同
金
庫
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の
求

人
情
報
誌
を
配
架
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
所
長
と
同
金
庫
職
員
が
取
引
先

企
業
へ
同
行
訪
問
③
島
田
市
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
出
張
相
談
会
を

実
施
。
平
成
30
年
度
は
12
月
末
現

在
で
同
庫
訪
問
先
１
３
４
先
の
う

ち
65
事
業
所
１
８
９
人
の
人
材
雇

用
が
実
現
。

　地
域
金
融
機
関
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
同
取
組
は
全
国
初
。

「
島
田
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
。

デ
ア
を
生
か
し
た
新
商
品
発
売
な

ど
、
さ
ら
に
地
域
の
結
び
つ
き
が

強
ま
る
企
画
を
行
う
。

□

○
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
地
域
連

携
の
推
進

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
研
修
施

設
を
小
規
模
保
育
事
業
者
に
賃
貸

〜
当
金
庫
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

「
巡
リ
ズ
ム
」
に
関
連
す
る
地
方

創
生
の
取
組
〜 

〈
枚
方
信
用
金

庫
〉　同

金
庫
で
は
、
枚
方
市
と
協
働

し
、
高
齢
者
世
代
が
高
齢
者
専
用

住
宅
へ
住
み
替
え
、
高
齢
者
が
保

有
し
て
い
た
住
居
地
へ
子
育
て
世

代
の
流
入
を
促
進
す
る
「
巡
リ
ズ

ム
」
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
う
し

た
中
、
枚
方
市
の
待
機
児
童
問
題

解
決
の
た
め
、
巡
リ
ズ
ム
の
一
環

で
、
枚
方
市
駅
直
結
の
商
業
施
設

内
に
あ
る
同
金
庫
研
修
施
設
を
、

保
育
事
業
者
に
賃
貸
し
た
も
の
。

同
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
調
布
市

・
多
摩
信
金
な
ど
が
検
討
し
て
い

る
。

○
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進

天
浜
線

　
人
と
時
代
を
つ
な
ぐ
花

の
リ
レ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
浜

松
い
わ
た
信
用
金
庫
〉

　同
金
庫
、
浜
松
市
花
み
ど
り
振

興
財
団
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
が
連

携
。
観
光
振
興
の
た
め
、
同
沿
線

を
花
で
彩
る
活
動
。
同
金
庫
か
ら

沿
線
の
中
・
高
・
大
学
や
取
引
先

企
業
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
70

団
体
以
上
参
加
の
地
域
一
体
の
取

組
へ
と
発
展
し
た
。
今
後
、
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
や
地
元
若
者
の
ア
イ

21
金
庫
が
受
賞

部
の
外
観
に

は
、
信
金
中

金
（
理
事
長

・
柴
田
弘
之

氏
）
が
本
店

を
構
え
る
八

重
洲
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
ビ

ル
が
使
わ

れ
、
駐
車
場

と
４
階
応
接

室
で
撮
影
が

行
わ
れ
た
。

　撮
影
に

は
、
わ
ず
か

数
分
の
シ
ー

ン
に
、
朝
か

ら
夕
方
ま
で

山
内
専
務
が

理
事
長
就
任
へ

碧
海
信
金

　【
安
城
】
碧
海
信
金
で
は
、
６

月
17
日
に
山
内
正
幸
専
務
理
事
が

新
理
事
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。
現
理
事
長
・
石
川
澄
夫

氏
は
、
同
日
の
通
常
総
代
会
を
も

っ
て
退
任
す
る
。

　山
内
理
事
長

　愛
知
県
出
身
。

南
山
大
学
経
済
学
部
卒
。
62
歳
。

昭
和
54
年
４
月
碧
海
信
金
入
庫
。

東
海
北
・
東
郷
・
各
支
店
長
、
リ

ス
ク
統
括
部
長
、
理
事
、
総
務
部

長
兼
務
総
合
企
画
室
長
を
経
て
、

平
成
25
年
６
月
常
務
理
事
、
平
成

27
年
６
月
専
務
理
事
、
平
成
29
年

４
月
専
務
理
事
、
資
金
証
券
部

長
。

おかげさまで　創刊 65周年

キンタイ時評
ポストコロナ時代ポストコロナ時代

65

２
面
に
続
く

キ
ン
タ
イ  

社
長
・
主
幹

大
塚  

一
雄

超
合
理
主
義
と
金
権
万
能
主
義
は
、
日
本
の
国
情
に
合
わ
な
い

戦
後
の
日
本
政
治
は
、
汚
職
構
造
の
連
続
で
あ
っ
た

戦
後
80
年
近
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
見
直
し
の
時
期
に

主な記事
■J-FLEC   出張授業の講師派遣の申し込
　み開始
■東信協・都信協　脱炭素化支援事業
　開始
■尼崎信金　地域活性化のシェアス　
　ペース「AMA-NEST」開設　

の
胸
算
用
が
あ
る
ら
し
い
▼
自
分

推
薦
の
候
補
者
が
仮
に
推
薦
人
も

集
め
ら
れ
ず
、
選
挙
結
果
が
最
下

位
な
ど
と
な
れ
ば
、
そ
の
後
の
議

員
活
動
は
冷
や
飯
覚
悟
と
な
る
わ

け
だ
。
と
い
う
わ
け
で
い
ま
９
月

初
旬
段
階
で
の
〝
推
薦
人
問
題
〞

は
全
く
の
暗
中
模
索
状
態
に
あ
る

▼
中
に
は
一
旦
決
め
て
名
を
連
ね

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
辞
退
続
出
。

他
候
補
へ
の
鞍
替
え
例
も
頻
繁
と

も
聞
く
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
際
自

民
党
お
家
芸
の
〝
現
ナ
マ
攻
勢
〞

が
や
っ
ぱ
り
で
て
き
て
い
る
よ
う

で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
こ
の
結
末
結

果
は
ど
う
な
る
の
か
。
や
っ
ぱ
り

一
時
社
会
党
出
身
総
理
な
ど
が
誕

生
し
た
り
し
て
、
以
後
混
沌
た
る

政
治
情
勢
が
続
い
た
あ
の
頃
。
自

民
党
は
、こ
の
際
「
ぶ
っ
壊
せ
！
」

な
ど
と
大
声
を
あ
げ
て
第
87
代
、

第
88
代
、
そ
し
て
89
代
と
堂
々
と

総
理
大
臣
に
就
任
し
た
小
泉
純
一

郎
氏
の
次
男
で
あ
る
小
泉
進
次
郎

氏
あ
た
り
が
、
今
の
と
こ
ろ
最
有

力
の
よ
う
で
あ
る
▼
こ
の
進
次
郎

氏
は
、
か
つ
て
コ
ス
モ
信
組
の
理

事
長
だ
っ
た
泰
道
三
八
氏
が
大
叔

父
で
あ
る
。
い
ま
は
離
婚
し
て
は

い
る
が
進
次
郎
氏
の
実
母
の
佳
代

子
さ
ん
は
三
八
氏
の
姪
で
あ
る
。

演
説
は
上
手
い
し
、
女
性
に
は
モ

テ
モ
テ
の
お
人
柄
は
抜
群
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
９
月
。
い

よ
い
よ
自
民

党
総
裁
選
本

番
ま
ぢ
か
で

あ
る
▼
先
の

都
知
事
選
で

は
1
つ
の
椅

子
に
対
し
て
、
合
計
50
数
名
が
立

候
補
し
て
都
民
の
度
肝
を
ぬ
か
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
落
選
候
補
者

は
た
と
え
落
選
し
て
も
選
挙
期
間

中
そ
れ
な
り
に
自
己
Ｐ
Ｒ
に
成

功
。
商
売
に
ま
た
は
〝
オ
レ
は
都

知
事
選
に
立
候
補
し
た
ん
だ
ぞ
〞

ま
が
い
の
ハ
ッ
タ
リ
的
満
足
で
、

３
０
０
万
円
の
供
託
金
没
収
は
全

然
惜
し
く
な
い
―
な
ど
と
ほ
ざ
い

て
い
た
▼
し
か
し
今
回
の
自
民
党

総
裁
選
は
勿
論
供
託
金
は
な
い
よ

う
だ
が
、
自
民
党
の
現
役
議
員
で

最
低
20
人
以
上
の
推
薦
人
が
必
要

だ
そ
う
で
、そ
れ
も
〝
公
表
条
件
〞

だ
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
選
挙
公
示

日
に
な
る
と
辞
退
変
更
等
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
る
▼
推
薦
す
る

立
場
の
議
員
か
ら
す
れ
ば
、
自
分

が
最
初
か
ら
推
薦
し
た
候
補
者

が
、
仮
に
総
理
大
臣
に
な
れ
ば
、

党
役
員
ま
た
は
内
閣
な
ど
の
要
職

に
な
ん
ら
か
の
優
遇
待
遇
を
う
け

て
、
要
す
る
に
そ
の
後
の
議
員
活

動
に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
、
と

＊「増減率」「預貸率」は、表計算ソフト上の値であり厳密ではありません

預金１兆円以上の信用金庫の業況（2024 年 3月末）
信金名 都道府県 預金残高

（億円）
前年同期比
増減率（％）

貸出金残高
（億円）

前年同期比
増減率（％）

預貸率
（％）

業務純益
（億円）

経常利益
（億円）

当期純利益
（億円）

自己資本比率
（％）

1 京都中央 京都 53,423 0.17 32,981 2.52 61.7 71 182 141 10.93
2 城南 東京 40,216 0.41 23,501 △ 0.35 58.4 78 67 39 10.46
3 岡崎 愛知 36,657 1.65 17,239 0.51 47.0 △ 57 28 30 11.51
4 多摩 東京 32,723 1.64 11,548 △ 0.86 35.3 18 36 27 8.53
5 埼玉縣 埼玉 31,966 1.27 18,706 1.50 58.5 46 45 33 9.27
6 京都 京都 28,483 △0.79 18,611 0.84 65.3 60 25 20 8.18
7 浜松いわた 静岡 28,066 2.07 13,407 1.83 47.8 66 45 34 13.74
8 尼崎 兵庫 27,517 △ 0.05 13,014 △ 1.38 47.3 48 45 35 15.95
9 城北 東京 26,770 0.35 13,076 △ 0.18 48.8 56 66 49 7.98
10 岐阜 岐阜 26,359 1.77 14,558 1.62 55.2 42 64 48 9.68
11 大阪 大阪 25,484 △ 4.20 15,794 △ 0.67 62.0 80 119 85 13.26
12 大阪シティ 大阪 25,421 △ 0.67 14,127 △ 0.68 55.6 48 50 42 10.22
13 川崎 神奈川 23,468 1.88 14,321 4.34 61.0 69 52 36 12.21
14 碧海 愛知 22,973 1.01 11,961 1.32 52.1 44 51 37 15.35
15 西武 東京 22,441 △ 0.64 15,146 0.48 67.5 102 107 79 13.84
16 瀬戸 愛知 22,004 0.81 11,329 0.64 51.5 51 47 34 12.29
17 朝日 東京 21,506 △ 10.55 14,828 1.77 68.9 43 72 49 10.10
18 東京東 東京 21,184 0.28 11,409 △ 1.05 53.9 50 44 38 11.50
19 横浜 神奈川 20,509 0.86 11,772 2.70 57.4 32 48 36 10.35
20 巣鴨 東京 20,011 0.39 9,357 1.06 46.8 31 44 34 10.69
21 しずおか焼津 静岡 18,305 2.15 9,127 1.67 49.9 32 36 26 12.25
22 豊田 愛知 18,280 3.89 9,235 2.42 50.5 39 37 27 9.83
23 大阪厚生 大阪 16,737 1.41 6,868 △ 2.86 41.0 156 160 118 14.08
24 広島 広島 16,710 1.83 10,608 0.45 63.5 47 32 22 13.19
25 さわやか 東京 15,485 △ 1.55 9,128 1.22 58.9 21 26 22 9.27
26 北おおさか 大阪 15,087 △ 1.15 8,103 △ 0.63 53.7 40 41 35 12.33
27 西尾 愛知 14,725 3.70 7,531 2.95 51.1 29 60 44 17.19
28 蒲郡 愛知 14,359 0.62 6,205 0.16 43.2 35 30 22 13.82
29 飯能 埼玉 13,922 1.72 6,520 3.08 46.8 49 75 53 13.86
30 かながわ 神奈川 13,690 1.08 6,704 3.65 49.0 17 20 14 7.14
31 湘南 神奈川 13,031 1.88 7,656 2.63 58.8 36 29 26 5.92
32 播州 兵庫 12,338 0.38 7,510 0.55 60.9 30 27 16 9.38
33 東濃 岐阜 12,239 1.17 5,754 0.47 47.0 22 20 13 16.84
34 東京 東京 12,168 1.21 7,610 0.75 62.5 65 64 46 10.30

35 水戸 茨城 11,896 0.12 4,764 3.68 40.0 10 18 17 8.83

36 北海道 北海道 11,756 △ 0.33 6,494 △ 0.11 55.2 25 27 21 19.93

37 きのくに 和歌山 11,594 △ 1.49 4,015 △ 1.30 34.6 14 17 12 15.94

38 千葉 千葉 11,393 △ 0.17 6,061 0.51 53.2 △ 10 △ 9 △ 15 7.56
39 芝 東京 11,241 △ 1.29 5,917 △ 2.18 52.6 30 30 22 11.88
40 いちい 愛知 11,172 0.28 4,420 1.31 39.6 9 20 13 11.75
41 しののめ 群馬 10,457 0.81 4,342 △ 0.73 41.5 24 22 15 8.23
42 川口 埼玉 10,223 5.69 5,561 4.47 54.4 14 15 10 10.90

　
本
紙
編
集
部
は
、
こ
の
ほ
ど
預
金
１
兆
円
を
達
成
し
て
い
る
信
金
の
２
０
２
４
年
３
月
期
の
決
算
状
況
を
ま
と
め
て
み
た
。
預
金
残
高

１
兆
円
を
超
え
る
信
金
は
、
前
期
よ
り
１
金
庫
増
え
て
42
金
庫
に
な
っ
た
。
５
兆
円
台
の
京
都
中
央
信
金
を
ト
ッ
プ
に
、
城
南
信
金
が
４
兆

円
台
。
３
兆
円
台
が
３
金
庫
、
２
兆
円
台
が
前
期
よ
り
１
金
庫
増
え
て
15
金
庫
、
１
兆
円
台
に
新
た
に
川
口
信
金
が
仲
間
入
り
し
、
22
金
庫

と
な
っ
た
。

本紙調査

預
金
１
兆
円
超
信
金
24
年
３
月
期
決
算

　「
堪
ヘ
難
キ
ヲ
堪
ヘ
忍
ヒ
難
キ

ヲ
忍
ヒ
以
テ
万
世
ノ
為
ニ
太
平
ヲ

開
カ
ム
ト
欲
ス
」

　
こ
の
言
葉
は
１
９
４
５
年
（
昭

和
20
年
）
８
月
15
日
正
午
、
昭
和

天
皇
が
、
ラ
ジ
オ
か
ら
や
や
か
す

れ
気
味
の
声
で
、
全
国
の
日
本
国

民
に
向
け
放
送
さ
れ
た
世
に
言
う

〝
玉
音
放
送
〞
の
一
部
で
あ
る
。

　
い
ま
こ
の
放
送
を
直
に
聴
取
し

た
は
ず
の
当
時
少
年
だ
っ
た
日
本

国
民
も
、
殆
ど
が
90
歳
を
超
え
、

知
る
人
ぞ
知
る
時
代
に
な
っ
て
は

い
る
。
し
か
し
こ
の
玉
音
放
送
実

施
が
な
け
れ
ば
終
戦
時
の
一
部
資

料
に
も
あ
る
通
り
、
終
戦
事
態
の

方
向
に
過
激
反
応
し
た
向
こ
う
み

ず
の
一
部
軍
人
達
の「
本
土
決
戦
、

一
億
総
国
民
玉
砕
覚
悟
で
―
」
な

ど
と
な
れ
ば
、
今
の
日
本
は
存
在

す
ら
な
く
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。

　ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　
　

　終
結
の
方
向
に
、
核
兵
器
使
用

　も
チ
ラ
ホ
ラ
と
ー
ー

　
　
　
　

　
　使
用
と
な
れ
ば
人
類
破
滅
の

　危
機
に

　
と
こ
ろ
で
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
は
勃
発
以
来
２
年
半
以
上

に
な
る
が
、
未
だ
に
終
戦
の
見
通

し
は
暗
い
。
状
況
変
化
に
よ
っ
て

は
第
３
次
世
界
大
戦
勃
発
の
き
っ

か
け
に
も
な
り
か
ね
な
い
物
騒
な

噂
（
情
勢
）
が
、
中
近
東
並
び
に

北
欧
方
面
で
流
布
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
武
器
弾
薬
も
不
足
が
ち
で
徴
兵

拒
否
も
激
し
く
戦
況
不
利
の
立
場

に
あ
る
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
は
、

最
終
的
に
は
戦
術
核
兵
器
を
使
用

す
る
の
で
は
、
の
懸
念
が
あ
る
ら

し
い
。
と
な
れ
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
支
援

の
米
国
側
も
〝
核
〞
で
応
戦
。
場

合
に
よ
っ
て
は
第
３
次
世
界
大
戦

勃
発
の
危
機
が
、
単
な
る
噂
で
は

な
く
な
る
の
で
は
の
懸
念
で
あ
る
。

　
い
ま
さ
ら
指
摘
す
る
ま
で
も
な

く
、
い
ま
の
核
兵
器
の
威
力
は
か

つ
て
の
広
島
・
長
崎
へ
投
下
の
核

兵
器
に
比
べ
、
そ
の
爆
発
力
と
破

壊
力
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
そ

う
な
る
と
地
球
人
類
全
体
の
危
機

の
到
来
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　戦
争
は
勝
ち
負
け
の
　
　
　

　世
界
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
　

　
　誰
か
が
止
め
な
け
れ
ば
終
り

　な
し
で
あ
る
―

　
古
今
東
西
に
亘
っ
て
戦
争
と
は

勝
つ
か
負
け
る
か
人
間
同
士
の
殺

し
合
い
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
ど

こ
か
の
時
点
で
妥
協
し
話
し
合
わ

な
い
と
、
双
方
当
事
国
滅
亡
の
危

機
到
来
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
通
り
、
か
つ
て
の
日

本
も
当
時
の
一
部
軍
部
強
気
一
点

張
り
の
独
走
派
が
、
最
終
的
に
は

「
本
土
決
戦
一
億
総
国
民
玉
砕
覚

悟
だ
」
な
ど
と
、
強
硬
姿
勢
の
よ

う
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ

ら
の
過
激
行
動
も
最
終
的
に
は
天

皇
陛
下
の
玉
音
放
送
の
お
言
葉
の

お
か
げ
で
、
戦
争
終
結
と
な
り
今

の
日
本
が
あ
る
―
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

　
し
か
し
、日
本
は
か
つ
て
の〝
日

独
伊
三
国
同
盟
〞
の
第
２
次
世
界

大
戦
敗
戦
国
の
た
め
、
国
連
に
は

加
盟
す
る
も
未
だ
に
常
任
理
事
国

と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
い
ま
改
め
て
日
本
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず

１
９
３
１
年
９
月
に
は
満
州
事
変

が
勃
発
。
同
33
年
５
月
に
は
当
時

の
犬
養
毅
第
29
代
首
相
が
暗
殺
さ

れ
た
。
ま
た
同
36
年
２
月
に
は
時

の
高
橋
是
清
大
蔵
大
臣
が
暗
殺
さ

れ
た
。
同
37
年
７
月
に
は
当
時
、

旧
満
州
国
派
遣
の
関
東
軍
日
本
兵

に
よ
る
中
国
・
盧
溝
橋
で
の
自
作

自
演
に
よ
る
爆
発
事
件
が
勃
発
。

そ
の
あ
と
日
中
戦
争
が
始
ま
っ

て
、
そ
の
12
月
に
は
日
本
軍
が
電

光
石
火
の
勢
い
で
南
京
市
街
を
攻

略
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
翌
年

４
月
に
は
国
家
総
動
員
令
が
発
令

さ
れ
、
悠
々
日
本
は
強
力
な
日
本

軍
人
を
先
頭
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変

を
誘
発
。
同
時
に
モ
ン
ゴ
ル
国
境

と
満
州
国
国
境
で
ソ
連
軍
と
対
峙

し
、
戦
闘
開
始
と
な
っ
た
。
益
々

軍
事
力
強
化
必
至
と
な
り
、
国
内

で
は
国
民
徴
兵
制
度
が
採
用
公
布

さ
れ
、
そ
れ
を
国
内
外
に
宣
言
し

た
。

　
翌
々
月
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線

で
は
ド
イ
ツ
軍
が
隣
接
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
国
に
侵
攻
。
第
２
次
世
界
大

戦
勃
発
の
口
火
を
切
っ
た
―
と
歴

史
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
１
９
４
０
年
９
月
に
は
、
日

本
陸
軍
が
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
方
面

に
進
駐
し
、
ま
ず
マ
レ
ー
半
島
を

攻
撃
侵
略
。
同
12
月
８
日
に
は
ハ

ワ
イ
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
と
な
っ

た
。
以
上
が
３
年
半
に
及
ぶ
日
本

帝
国
主
義
軍
隊
の
負
け
戦
の
始
ま

り
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
勇
敢
に
し
て
元
気
一
杯
の

日
本
陸
海
軍
の
総
司
令
官
兼
参
謀

総
長
と
し
て
、
時
の
総
理
大
臣
を

兼
職
し
た
の
が
、
官
僚
的
職
業
軍

人
と
言
わ
れ
た
東
条
英
機
首
相
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
東
条
英
機
首
相
は
抜
群
に

頭
の
切
れ
る
軍
人
で
、
常
に
天
皇

陛
下
を
錦
の
御
旗
と
し
て
奉
り
、

要
す
る
に
陸
海
空
軍
の
総
指
揮
官

参
謀
総
長
と
し
て
、
当
時
の
政
官

財
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
亘
り
、
力
強

く
君
臨
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
預
金
の
伸
び
率
で
は
、
川
口
信

金
が
前
期
比
５
・
69
％
増
と
ト
ッ

プ
と
な
っ
た
。
以
下
、
豊
田
信
金

が
３
・
89
％
増
、
西
尾
信
金
が
３
・

70
％
増
、
し
ず
お
か
焼
津
信
金
と

浜
松
い
わ
た
信
金
が
２
％
台
の
伸

び
率
と
な
っ
た
。
ま
た
２
０
２
３

年
３
月
期
は
11
金
庫
が
前
期
比
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
が
、
今
期
は
12
金

庫
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
貸
出
金
は
３
兆
円
超

え
の
京
都
中
央
信
金
を
筆
頭
に
、

２
兆
円
台
が
1
金
庫
、
１
兆
円
台

が
18
金
庫
と
な
っ
た
。

　
貸
出
金
の
伸
び
率
で
は
、
預
金

と
同
様
に
川
口
信
金
が
前
期
比

４
・
47
％
増
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　
以
下
、
川
崎
信
金
が
４
・
34
％

増
、
水
戸
信
金
が
３
・
68
％
増
、

か
な
が
わ
信
金
が
３
・
65
％
増
、

飯
能
信
金
が
３
・
08
％
増
と
、
関

東
地
区
信
金
の
伸
び
が
目
立
っ

た
。

　
貸
出
金
は
、
２
０
２
３
年
３
月

末
で
は
８
金
庫
が
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
が
、
今
期
は
13
金
庫
が
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。

　
業
務
純
益
は
、
大
阪
厚
生
信
金

が
１
５
６
億
円
と
、
前
期
同
様
に

ト
ッ
プ
に
。
次
い
で
西
武
信
金

（
１
０
２
億
円
）
と
続
い
た
。

　
経
常
利
益
は
、
京
都
中
央
信
金

が
１
８
２
億
円
で
ト
ッ
プ
。
大

阪
厚
生
信
金
（
１
６
０
億
円
）、

大
阪
信
金
（
１
１
９
億
円
）、
西

武
信
金
（
１
０
７
億
円
）
が

１
０
０
億
円
台
を
達
成
し
た
。

　
当
期
純
利
益
は
、
京
都
中
央
信

金
が
１
４
１
億
円
で
ト
ッ
プ
。
大

阪
厚
生
信
金
が
１
１
８
億
円
、
西

武
信
金
が
79
億
円
と
続
い
た
。

　
自
己
資
本
比
率
は
、
北
海
道
信

金
が
19
・
93
％
と
19
％
台
に
。
続

い
て
西
尾
信
金
が
17
・
19
％
、
東

濃
信
金
が
16
・
84
％
、
尼
崎
信
金

が
15
・
95
％
と
な
っ
た
。

預金１兆円超信金  42金庫に
川
口
信
金
預
貸
と
も
ト
ッ
プ
の
伸
び

　
金
融
経
済
推
進
機
構
（
Ｊ̶

Ｆ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
）
は
８
月
26
日
、
東
京
・

日
本
橋
のKABUTO ONE

４
階

に
お
い
て
キ
ッ
ク
オ
フ
記
者
会
見

を
開
き
、
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
認
定
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
講
師
派
遣
（
出
張
授

業
）
申
込
み
受
付
が
同
日
か
ら
、

ま
た
今
秋
か
ら
個
別
相
談
「
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は
じ
め
て
の
マ
ネ
ー
プ

ラ
ン
」
の
申
込
み
受
付
を
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。

　
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
向

け
た
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
に
設

立
、
８
月
か
ら
本
格
に
始
動
し
て

い
る
。
　

　
キ
ッ
ク
オ
フ
記
者
会
見
で
は
、

ま
ず
井
藤
英
樹
金
融
庁
長
官
が
挨

拶
し
、
次
い
で
安
藤
聡
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ

Ｅ
Ｃ
理
事
長
が
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の

活
動
概
況
を
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
ゲ
ス
ト
に
、
歌
手
・
モ

デ
ル
の
鈴
木
愛
理
さ
ん
、
元
レ
ス

リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表
の
吉
田
沙

保
里
さ
ん
、
お
笑
い
芸
人
の
小

島
よ
し
お
さ
ん
を
招
き
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
実
施
し
た
。

　
３
人
は
最
初
に
ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
、
お
金
の
知
識
レ
ベ
ル
を

チ
ェ
ッ
ク
。「
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は

じ
め
て
の
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
」
無
料

体
験
に
倣
い
、
お
金
に
ま
つ
わ

る
リ
ア
ル
な
悩
み
を
、
一
人
ず

つ
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
認
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。

　
井
藤
長
官
は
挨
拶
で
、「
Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は
安
藤
理
事
長
の
リ

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
順
調
に
滑

り
出
し
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
お
金
を
払
う

と
い
う
こ
と
が
文
化
面
で
も
な
い

中
で
、
国
民
が
安
心
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

と
い
う
の
が
、
極
め
て
大
き
な
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
金
融
庁

と
し
て
は
、
金
融
行
政
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ム
に
な
る
よ
う
な
大
事

な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、

Ｊ̶

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
今

後
も
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

Ｊ
-Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ  

キ
ッ
ク
オ
フ
会
見
を
開
催

講
師
派
遣（
出
張
授
業
）の
申
し
込
み
受
付
開
始

井藤金融庁長官

　
東
信
協
（
会
長
・
八
木
敏
郎
多

摩
信
金
会
長
）、
都
信
協
（
会
長
・

柳
沢
祥
二
大
東
京
信
組
会
長
兼
理

事
長
）
お
よ
び
東
京
都
は
９
月
２

日
、
中
小
企
業
の
脱
炭
素
化
を
促

進
す
る
た
め
、
会
員
金
庫
・
組
合

を
通
じ
て
脱
炭
素
化
に
係
る
啓
発

か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

現
状
診
断
や
計
画
策
定
な
ど
を
支

援
す
る
「
地
域
金
融
機
関
に
よ
る

脱
炭
素
化
支
援
事
業
」
を
開
始

し
た
。

　
同
事
業
は
東
京
都
の
補
助
金
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
る
。

　
支
援
の
流
れ
は
、
①
地
域
金
融

機
関
の
職
員
が
中
小
企
業
の
脱
炭

素
化
に
関
す
る
相
談
に
乗
り
、
専

門
家
の
活
用
を
検
討
、
②
専
門
家

が
中
小
企
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
現
状
診
断
や
脱
炭
素
化
に

関
す
る
計
画
策
定
な
ど
を
実
施
、

③
必
要
に
応
じ
て
、
金
融
機
関
が

脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
に
必
要
な

資
金
に
つ
い
て
制
度
融
資
な
ど
に

よ
り
資
金
供
給
―
と
い
う
も
の
。

東信協・都信協

脱
炭
素
化
支
援
事
業
を
開
始

東
京
都
の
補
助
金
を
活
用
で
実
施

　
地
銀
協
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
伴
う
諸
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
現
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
サ
ー
ビ

ス（「
生
活
基
盤
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
仮
称
）」）
の
実
現
可
能
性
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ

の
ほ
ど
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を

踏
ま
え
、
全
62
行
が
参
加
す
る
地

銀
の
共
同
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。

　
地
銀
協
、TOPPAN

エ
ッ
ジ
株

式
会
社
お
よ
び
株
式
会
社NTT

デ
ー
タ
に
お
い
て
実
施
し
て
き

た
共
同
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
、

TOPPAN

エ
ッ
ジ
とNTT

デ
ー

タ
の
知
見
や
実
績
を
活
か
し
て
シ

ス
テ
ム
構
築
す
る
予
定
。
引
き
続

き
、
３
社
で
「
生
活
基
盤
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）」
の
シ
ス

テ
ム
の
詳
細
検
討
等
を
進
め
、
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
発
生
す
る
様
々

な
手
続
き
を
ス
マ
ー
ト
に
完
結
で

き
るW

ell-being

な
社
会
の
実
現

を
目
指
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
中
を
目
途
に
、

地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
（
地
銀
協
に
加
盟
す
る

全
62
行
の
共
同
出
資
会
社
）
と

TOPPAN

エ
ッ
ジ
の
共
同
出
資
に

よ
り
、
本
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
会
社

を
設
立
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
２
０
２
５
年

２
月
中
を
目
途
に
、
ま
ず
は
、
自

治
体
へ
の
転
出
届
の
提
出
・
転
入

予
約
、
地
方
銀
行
全
62
行
の
住
所

変
更
、
口
座
振
替
登
録
が
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
完
結
可
能
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
。
そ
の
後
、
手
続
き
対
象

と
な
る
金
融
機
関
を
拡
大
し
て
い

く
ほ
か
、
段
階
的
に
対
象
手
続
き

（
電
気
・
ガ
ス
を
は
じ
め
と
し
た

イ
ン
フ
ラ
企
業
へ
の
停
止
・
利
用

開
始
手
続
き
や
そ
の
他
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
手
続
き
等
）

の
拡
大
を
目
指
す
。
　

　
金
融
庁
は
８
月
26
日
、
第
53
回

金
融
審
議
会
総
会
・
第
41
回
金
融

分
科
会
合
同
会
合
を
開
き
、
鈴
木

金
融
担
当
大
臣
よ
り
、
①
資
金
決

済
制
度
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
、
②
保
険
市
場
の
信
頼
の
確
保

と
健
全
な
発
展
に
向
け
た
方
策
―

の
２
項
目
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け

た
。
２
項
目
と
も
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。

　
ま
た
同
総
会
で
は
、
７
月
２
日

に
出
さ
れ
た
「
市
場
制
度
Ｗ
Ｇ
報

告
書
」
を
正
式
に
承
認
し
た
。

「
生
活
基
盤
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
仮
称
）」

地
銀
の
共
同
事
業
と
し
て
取
り
組
み
を
正
式
決
定

地 銀 協

金
融
審
議
会

資
金
決
済
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
へ

ゲ
ス
ト
と
Ｊ
-Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
ポ
ー
ズ

を
取
る
安
藤
理
事
長
（
左
端
）


